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とを示唆する o 疎水性相互作用に関しては未だに解明されていない点が多いが， これらは生体分子サイズ程度の疎水
表面間相互作用に関する初めての知見であるO
次に弱帯電性表面についても同様の研究をおこない，間隙距離がlOnm 以下では，表面間力の挙動が DLVO 理論
の予測(表面間力は電気二重層斥力とファンデルワールス引力の単純和で表される)より逸脱することを示したnj
b に，計測と同様の条件で静電相互作用のシミュレーションをおこない，表面近傍でDLVO理論の仮定が一意にふ立
しないことを示唆する結果を得ているo
一本論文により得られた知見は，生体分子間相互作用の作用機序に対する理解の一助となる o また，用いている実験
糸は，そのサイズから生体分子間相互作用の良いモデル系となっており，これらの研究を一層発展させる道を拓くも
のである。これらから，本論文を博士(理学)の学位論文として価値のあるものと認める o
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